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    救 急 外 来 に て よ く 遭 遇 す る 消 化 管 出 血 の 診 断に は 、薬 剤 服 用 歴（ 抗

凝 固 剤 、 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン 、 NSAIDs な ど ） 、 生 活 歴 、 海 外 渡 港 歴 、 既 往 歴

（ 食 道 静 脈 瘤 、 胃 十 二 指 腸 潰 瘍 、 IBD、 癌 、 放 射 線 治 療 、 感 染 症 、 膠 原 病 な

ど ）、便 の 性 状（ 黒 色 便 、暗 赤 色 便 、潜 血 便 ）や 回 数 、期 間 な ど の 病 歴 を 聴

取 す る 事 が 大 切 で す 。次 に 採 血 、X 線 検 査 、便 培 養 な ど の 細 菌 学 的 検 査 な ど

を 行 な い ま す 。特に MDCT(MPR)は 、腫 瘍 性 病 変 、炎 症 に お け る 腸 管 壁 の 肥 厚 、

血 管 性 病 変 の 描 出 、さ ら に 出 血 部 位 の 診 断 に も 有 効 で す 。基 礎 疾 患 の 評 価 は 、

各 診 療 科 に 依 頼 し て 、再 評 価 を し ま す 。基 礎 疾 患 や 患 者 の 一 般 的 な 病 状 を 把

握 し 、必 要 に よ り 輸 血 や 他 科 の 医 師 の 立 会 いを 依 頼 し ま す 。バ イ タ ル サ イ ン

が 、安 定 し て か ら ま ず 上 下 部 内 視 鏡 検 査 を 行な い ま す 。さ ら に シ ン チ グ ラ フ

ィ ー（ 出血 、Meckel 憩 室）、血 管造 影 、小 腸 造 影 、小 腸 内 視 鏡（ カ プ セ ル 、

DBE） を 患 者 の 状 態 や 施 設 の 状 況 に 合 わ せ て 行 な い ま す 。 ヨ ー ド ア レ ル ギ ー

や 腎 不 全 の 患 者 は 、 造 影 CT や 腹 部血 管 造 影 が 禁 忌 で あ る た め 、 内 視 鏡 検 査

が 優 先 さ れ ま す 。  

  ま ず 上 部 消 化 管 で は 、大 量 出 血が 多 く 、消 化 管 出 血 の 約 ８ ０ ％ を 占 め て

い ま す 。鑑 別 診 断 や 出 血 部 位 の 診 断 は 容 易 で す 。し か し Dieulafoy 潰瘍 な ど

で は 診 断 が 困 難 で す 。胃 潰 瘍 な ど の 胃 か ら の出 血 は 、近 年 進 歩 が 著 し い ESD

で の 止 血 術 に 準 じ て 行 な っ て い ま す 。穿 孔 のリ ス ク が 少 な い の で 、高 周 波 凝

固 法 が 中心 で す 。止 血 困 難な 場 合 には 、 Ｉ ＶＲ や 手 術も 早 期 に 考 慮 し ま す 。 

十 二 指 腸 か ら 回 腸 ま で の 小 腸 と 大 腸の 止 血 術 の 基 本 的 な 考 え 方 は 、同 じ

方 法 で 対 応 で き る と 考 え て い ま す 。 大 腸 か ら の 出 血 は 、 消 化 管 出 血 の 約 １

５ ％ を 占 め て い ま す 。あ と の ５ ％ が 小 腸 を 含 め た そ の 他 の 部 位 か ら の 出 血 と

考 え ら れ ま す 。す べ て の 消 化 管 出 血 に 共 通 して い ま す が 、可 能 な 限 り 十 分 な

前 処 置 を す る こ と が 大 切 で す 。ま ず 下 剤 投 与 に よ り 十 分 な 視 野 を 確 保 し ま す 。

こ れ で 不 十 分 な 場 合 は 、内 視 鏡 下 の 洗 浄 を 追 加 し ま す 。残 渣 や 凝 血 塊 を 除 き 、

出 血 点 を 同 定 し ま す 。 そ の 上 で ク リ ッ プ 、 HSE（ 高 張 NaCl-Epinephrine 液 ）

局 注 療 法 、 高 周 波 凝 固 法 、 APC な ど に よ り 内 視 鏡 下 の 止 血 術 を 施 行 し ま す 。

大 腸 や 小 腸 の 壁 は 、薄 く 穿 孔 し や す い の で 、可 能 な 限 り ク リ ッ プ や HSE の 方

が 望 ま し い と 考 え て お り ま す 。高 周 波 凝 固 法 や APC を 用 い る 場 合 は 、局 注 を

し て か ら 施 行 す る 方 が 望 ま し い と 考 え て お り ま す 。下 部 消 化 管 で は 、点 墨 や

ク リ ッ プ に て マ ー キ ン グ を し て お く と 内 視 鏡 的 止 血 術、Ｉ Ｖ Ｒ 、手 術 に 際 し

て 有 用 で す 。７ ５ 歳 以 上 の 高 齢 者 、低 ア ル ブ ミ ン 、循 環 障 害 の あ る 患 者 で は 、

穿 孔 等 に 十 分 な 注 意 が 必 要 で す 。下 部 消 化 管は 、内 視 鏡 の 挿 入 の 困 難 、出 血

部 位 の 診 断 や 止 血 の 困 難 、多 発 性 病 変 の 多 さ、穿 孔 の し や す さ な ど の 理 由 で

止 血 は よ り 困 難 で す 。  


